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神
奈
川
県
三
浦
か
ら
湯
河
原
に
か
け

て
相
模
湾
を
囲
む
湘
南
コ
ー
ス
ト
。
こ

の
一
帯
を
「
富
士
山
を
望
む
海
の
あ
る
ま

ち
」と
し
て
広
域
な
地
域
活
性
化
と
ブ
ル

ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
を
目
的
に
し
た

「
湘
南
国
際
芸
術
祭
」が
、リ
ビ
エ
ラ
逗
子

マ
リ
ー
ナ
他
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
初
日
の
11
月
10
日
（
金
）
に
は
、
海
を

臨
む
会
場
に
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
た
。

第
1
部
は
宮
田
亮
平（
工
芸
家
、
文
化
功

労
者
、
日
本
藝
術
院
会
員
、
日
展
理
事

長
）
の
基
調
講
演
「
芸
術
は
身
近
な
も

の
」、
第
2
部
で
は
湘
南
の
海
や
湘
南
か

ら
見
え
る
富
士
山
の
美
し
さ
、本
芸
術
祭

の
意
義
な
ど
を
語
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。
登
壇
者
は
宮
田
亮
平
、神

戸
峰
男
（
彫
刻
家
、
日
本
藝
術
院
会
員
、

日
展
副
理
事
長
・
事
務
局
長
）、
黒
岩
祐

治
（
神
奈
川
県
知
事
）
の
他
、
宮
田
の
声

か
け
で
飛
び
入
り
参
加
し
た
鈴
木
寛

（
東
京
大
学
教
授
、
元
文
部
科
学
副
大

臣
）。
話
題
は
子
ど
も
た
ち
へ
の
美
術
教

育
に
ま
で
及
び
、
芸
術
家
と
し
て
様
々
な

教
育
現
場
へ
赴
く
神
戸
や
東
京
藝
術
大

学
で
長
く
教
鞭
を
と
っ
て
き
た
宮
田
の

体
験
も
交
え
た
現
在
の
美
術
教
育
の
問

題
点
も
挙
げ
ら
れ
た
。
会
場
に
集
ま
っ

た
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
別
会
場
で
は
、神
戸
峰
男
「
徳
川
家
康

騎
馬
像
」
を
含
む
全
11
点
の
彫
刻
作
品
、

宮
田
亮
平
の
新
作「
シ
ュ
プ
リ
ン
ゲ
ン
月

光
」な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。
（
編
集
部
）

湘南国際芸術祭
宮田亮平×神戸峰男ら トークセッション開催

神戸峰男「徳川家康騎馬像」（中央）

湘南国際芸術祭
11月10日（金）～11月12日（日）
会場　リビエラ逗子マリーナ 他
主催　湘南国際芸術祭実行委員会

トークセッションの様子。右から宮田亮平、神戸峰男、黒岩祐治、鈴木寛。
宮田亮平の奥に見えるのは、この日のために制作された新作「シュプリンゲン Fuji」。

宮田亮平「シュプリンゲン 月光」
上下：リビエラ逗子マリーナ内リビエラプラザにて行わ
れた特別企画展の様子


